
2025 年 3 月 31 日

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知㆑ ・能力向ୖ にಀ る実施状況報告書

事業所名 株式会社SANCYO　TANOSHIKA CREATIVE　東町 事業所番号 4012702751

住　所 福岡県久留米市東町25-3　ブラザービル2階 管理者名 平野　將太

電話番号 0942-65-6842 対象年度 令和6年度

利用者の知㆑・能力向ୖに ಀる 実施概要

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

・日程　令和6年　4月16日（ⅆ ）10᫬ ～11᫬

・場所　TANOSHIKA　CREATIVE　東町

・ㅮ ⩏ 䛂 㛗 く働き続けるために大ษ なこと䛃

・ㅮ ⩏ 者　ྜ ྠ 会社　㻰 㼣 㼑 㼕 㼘 㼐 　௦ ⾲ 　ᐑ 本Ꮥ அ 　Ặ

・ཧ ຍ 者　⫋ ဨ 5名　利用者名30名

＜目的＞
一⯡ 就労に向けて㡹 ᙇ っていく中で、就労後のこともྵ めて働き続けるため
に大ษ なことを⪃ 䛘 方をレクチ䝱 ーしていただく事により、利用者さ䜣 の䝰 チ
䝧 ー䝅 䝵 䞁 の向ୖ 、㡹 ᙇ っていく見通しができるよ䛖 にすることが目的。支援
ഃ においても働くことについての⪃ 䛘 方を学ぶことも目的です。

＜成果＞
利用者さ䜣 は、これ䛛 らど䛖 よ䛖 な就⫋ 先を目ᣦ していく䛛 、䠍 年後、䠑 年後
はどのよ䛖 な仕事をしていきたい䛛 をより῝ く⪃ 䛘 るよ䛖 になったとᛮ いま
す。支援ഃ もど䛖 支援をしていく䛛 をより意㆑ していくよ䛖 になりました。

連携先の企業や事業所等の意見または評価
利用者さ䜣 によって仕事に対する認㆑ が␗ なるため、ゝ ⴥ のᐃ ⩏ や認㆑ をすりྜ わせることが㔜 要です。これは㠃
ㄯに も当てはまり、認㆑ のずれはス䝢 ー䝗 感にᙳ 㡪 します。

利用者さ䜣 の状況をᩚ 理し、企業の䝙 ー䝈 にわせることで、就労先とのミス䝬 ッチを㜵 䛞 、㞳 ⫋ ⋡ をୗ 䛢 ることができ
ます。㞳 ⫋ ⋡ の୺ な要ᅉ はᑠ さなずれの積䜏 㔜 䛽 です。就労の᮲ ௳ 㠃 は䛂 な䜣 でこの企業を㑅 䜣 だの䛛 䠛 䛃 をしっ䛛
りすりྜ わせていくことが大事です。

㛗く 働くとい䛖 よりまずは3ࠥ 5年働けるよ䛖 なことを᝿ ീ できるよ䛖 な就労に⧅ 䛢 ていくことが大ษ です。

連携先企業（担当者） ྜ ྠ 会社㻰 㼣 㼑 㼕 㼘 㼐 （ᐑ 本 Ꮥ அ ）

利用者䛛ら の意見・評価

㛗 く働き続けるために大ษ な事は、就⫋ するのが目的ではなく今後自ศ がど䛖 なっていきたいの䛛 、自ศ のラ䜲 䝣 䝥 ラ䞁 を作っていくこ
と。㛗 く働き続けるには、自ศ がල య 的に大事にしたいものの᮲ ௳ をᩚ 理しながらጇ ༠ ラ䜲 䞁 をỴ めていく。䛖 まくே に頼るくせをつけてお
くことだと本日のㅮ ⩏ でᩍ 䛘 ていただきました。

ᐑ 本さ䜣 のお話の中で、一番᥇ 用したくないே は他責ᛮ ⪃ の方で、理⏤ はఱ 䛛 のせいにしてㄡ 䛛 のせいにして㏨ 䛢 るཱྀ 実にしてしま䛖
䛛 らとありました。自ศ にもᛮ い当たる䜅 しがあるのでᨵ ၿ していきたいとᛮ います。
また仕事じ䜓 ないとこ䜝 、生活の部ศ がᏳ ᐃ している䛛 ど䛖 䛛 も仕事に㞟 中するために大事になってくるとゝ 䛖 ことなので、日㡭 の㐣 ごし
方も見┤ していきたいです。



2025 年 3 月 31 日

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 株式会社SANCYO　TANOSHIKA CREATIVE　東町 事業所番号 4012702751

住　所 福岡県久留米市東町25-3　ブラザービル2階 管理者名 平野　將太

電話番号 0942-65-6842 対象年度 令和6年度

地域連携活動の概要

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
・活動場所：RAPAS（施設外就労先） 

・実施日程：令和6年4月～ 

・実施した生産活動・施設外就労の概要 
　　データ入力作業、データ確認作業・営業レター確認作業
　　レター封入作業、封緘作業

・利用者数：毎日14～20名にて 

＜目的＞
地域で働くことで相互理解を持って、共に働き共に学ぶことが出来る。施設
外での作業に従事することで、環境の変化の経験や外部とのつながりを得
ることで、刺激にもつながっていく。

【　作　業　風　景　】

＜成果＞
施設内の業務以外も経験することで、本来施設内ではできない経験につな
がっていく。
営業レターの確認作業の中で、確認方法の工夫であったり、書き手によって
変わる癖などをチェックしていくことで、柔軟な判断を求められる。
そのため臨機応変なチェックや判断が苦手な方もチェックに携わることで練
習することができています。
データの確認作業などは、責任を持って取り組むことで、失敗や成功が蓄積
されて自信につながっていく。
施設内であれば専門的な作業が多いが、従事することが難しい方にも作業
に取り組むことで、働いている実感を得ることができる。

連携先の企業等の意見または評価

連携した結果に対する意見または評価

手紙の検品業務をお願いして 2年ほど経ちます。
本年度も昨年度と変わらずとても丁寧にミスなくお仕事していただいており、弊社としても大変感謝しておりま
す。
貴施設は他事業所に比べ手紙の検品対応可能通数が多いため、今後とも本業務を継続的にお引き受けい
ただけますと幸甚でございます。

今後の連携強化に向けた課題

現在はデータ入力のお仕事の方は一旦中断している状況でございますが、今後も弊社としてはデータ入力業
務のお仕事の方お引き続きご依頼させていただきたいと存じておりますので、再開の目途等ございましたらお
知らせ頂けますと幸いです。

連携先企業名 株式会社RAPAS 担当者名 伊藤




